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第２回 伏虎中学校区学校適正規模化推進協議会 会議録概要 

 

１．日時   平成２３年５月２４日（水）午後７時～午後８時３０分 

 

２．場所   和歌山市役所１４階 大会議室 

 

３．出席者  【委員、２９名】小島渉会長、西村征男副会長、津田成章副会長、栗生誠悟 

委員、徳永宏委員、土田太郎委員、横山和哉委員、島本明美委員（代理出席）、

山本明広委員、下店文男委員、則岡宏直委員、岡﨑全雄委員、木村サナエ委員、

土屋智昭委員、谷口明史委員、古梅由紀子委員、山岡真美委員、山本浩司委員、

原一起委員、阿形博司委員、白井健志委員、金谷善進委員、松井潔委員、冨永

久委員、坂口和夫委員、山本昌之委員、勝本泰弘委員、池永多世委員、寺下清

委員 

        

       【説明補助者１名】 

       前田敬彦文化振興課文化財班長 

        

【事務局、３名】中村浩二教育総務課副課長、川本智之教育総務課専門教育監

補、川端慎一教育総務課総務政策班長 

       

４．会議次第 

（１）開会 

（２）委員承認 

（３）資料確認 

（４）前回の会議内容の確認 

（５）議事 

   新設校設置の基本的な考え方について 

    ア．設置場所・設置年度について 

イ．学校施設・設備について 

ウ．教育課程(小中一貫教育等) 

エ．質疑応答 

オ．その他 

（７）閉会 

 

５．会議内容 

１．委員承認 

・協議会設置要綱第４条により、委員の任期は１年と決められている。新年度になり、

各所属で委員の変更があり、承認を頂いた。 

協議会委員追加承認 

・教育関係有識者として、津田成章(前城北小学校校長) 

教育委員会関係者として、阿形博司(審議監) 

寺下清(教育研究所長) 
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幹事会承認 

・協議会を開催する前に、資料の確認、協議内容の確認のために設置。 

幹事会の委員については資料１－１を参照。 

 

２．前回の会議録の承認〔第１回伏虎中学校区適正規模化推進協議会（2011.03.23）〕 

・会議録概要及び会議録について、承認を頂く。 

会議録概要については、和歌山市のホームページに掲載する。 

 

３．議事の公開について 

・協議会は原則公開。特に個別案件等ないため、このまま公開する。 

 

６．議事 

１．設置場所について 

・事務局から、和歌山市立学校適正規模適正配置調査検討委員会答申、文科省令で定め

られた小学校・中学校設置基準による校舎・運動場必要面積から、新設校設置場所と

して、城北小学校用地及び城北公園用地を活用する事を提案する。 

〔意見〕 

   ・城北公園地下駐車場の存廃について 

 関係部局と協議をしているが、まだ結論は出ていない。城北公園駐車場は国

からの起債が残っているため、すぐに休止ということにはならないと担当部

局から説明を受けている。校地として活用する場合、駐車場出入り口等につ

いて修正するよう協議している。 

・城北小学校の避難場所として安全性について 

 ３月１１日以来、防災に関する会議を重ねている。東南海・南海地震の防災

計画で、避難所・避難方法を含めて検討をしていると聞いている。 

〔決定事項〕 

城北小学校用地及び城北公園用地を併せて設置場所とする。 

 

２．設置年度について 

・事務局から、平成２８年度開校を目指し、学校施設建設の予算請求、教育課程の調

査研究、保護者・地域への説明会等の実施を進める。ただし、城北小学校敷地内に鷺

ノ森遺跡の遺構があり、文化財保護法により発掘調査が必要。遺構の内容によって、

工事着工が遅れる場合もある事を提案する。 

〔意見〕 

・試掘等をできる限り早く実施する。開校が平成２８年ということだが、協議会で承

認を得たということでなく、１年でも早く前倒しをして欲しい。 

    

３．学校施設・設備について 

   ・事務局から、小中学校が同一敷地内にあるメリットを生かし、児童生徒、保護者、地

域の方々の交流スペース、小中学校が共有できるエリアの設置の検討を提案する。 

〔意見〕 

   ・各学校の歴史資料を展示できるメモリアルルームの設置について 
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   ・本町幼稚園について 

   ・校区外の子どもの受け入れの可否について 

   ・目指す学校作りの議論と並行して施設・設備の議論を進めていく。 

 

４．教育課程（小中一貫教育等）について 

   ・事務局から、小中学校９年間の一貫した系統的な教育課程・指導方法や学校運営組織

等の研究開発を行うことの説明。 

〔意見〕 

   ・小中一貫校において、中学校課程へ進む場合、県立中学校等への進学に縛りをかける

事ができるのか。 

   ・一貫教育では中だるみの時期が必ず出る。 

   ・どういう学校にするのか、目標設定がもっとも大切である。 

   ・教室数は生徒数・学級数にとらわれない、子どもの増加を見通した設置が必要。 

   ・小中学校ともに、学校給食実施の方向で検討して欲しい。 

 

５．その他 

〔意見〕 

   ・各種団体や地域の方々への説明会の開催について 

 議事の内容についてホームページに公開している。説明会について、ある程

度方向性が出た段階で実施する。 

   ・移転後の学校跡地の利用について 

 


